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「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
の
時
代
に
移
り
変
わ
り

ま
し
た
。
今
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
令
和
」
の
由

来
は
、
万
葉
集
に
残
る
、
天
平
２(

７
３
０)

年
に
大

伴
旅
人
邸
で
催
さ
れ
た
と
さ
れ
る「
梅
花
の
宴
」で
す
。

大
宰
府
お
よ
び
九
州
管
内
の
官
人
は
、
大
陸
渡
来
の

「
梅
」
を
題
材
に
歌
を
詠
ん
で
春
の
一
日
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
他
に
も
古
代
都
市
「
大
宰
府
」
の
エ
リ
ア
に
は
多

く
の
万
葉
歌
が
残
さ
れ
て
お
り
、
大
伴
旅
人
や
山
上

憶
良
ら
を
中
心
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
筑
紫
歌
壇
」

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。市
内
で
も
二
日
市
、山
口
、

御
笠
の
各
地
区
な
ど
で
歌
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
大
宰

府
官
人
ら
が
そ
れ
ら
の
場
所
ま
で
出
向
い
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
宴
や
望
遊
の
場
と
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
今
に
通
じ
る
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
く
、
歌
が
詠
ま
れ
た
お
お
よ
そ
の
場
所
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
、
本
市
に
残
さ
れ
た
万
葉
歌
の

特
徴
で
す
。

　
福
岡
県
と
佐
賀
県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
国
特
別

史
跡
・
基
肄
城(

き

い
じ
ょ
う)

跡
に

は
、
神
亀
５(

７
２

８)

年
４
月
、
都
か

ら
の
使
い
と
し
て

や
っ
て
き
た
式
部

大
輔
、
石
上
堅
魚

(

い
そ
の
か
み
か
つ
お)

朝
臣
の
歌
と
大
伴
旅
人
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
旅
人

の
歌
を
刻
ん
だ
万
葉
歌
碑
が
、
筑
紫
野
市
文
化
会
館

の
前
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
上
堅
魚

霍ほと
と
ぎ
す

公
鳥　

来
鳴
き
響とよ
も
す　

卯
の
花
の

供
に
や
来
し
と　

問
は
ま
し
も
の
を

『
万
葉
集
』
巻
８
・
１
４
７
２
番
歌

大
伴
旅
人

橘
の　

花
散
る
里
の　

霍
公
鳥

片
恋
し
つ
つ　

鳴
く
日
そ
多
き

『
万
葉
集
』
巻
８
・
１
４
７
３
番
歌

大伴旅人の歌を刻んだ文化会館の歌碑

◆
其
の
四
十
二

筑
紫
野
に
残の

こ

る
万ま

ん

葉よ
う

人じ
ん

の
心こ

こ
ろ

問
い
合
わ
せ
先
／
文
化
財
課

心
こ こ ろ

はひとつ！


